
事－別図１
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※必ず１枚にまとめること。
必ずこの図を「事－別図１」とすること。





事業前後の設備の違いを模式図等（設計図等ではなく）により、図解する。


Ａ４縦使いで１枚にまとめること。


モノクロ出力で判別可能な色づかいにすること。（点線・実線を用いるなど）


撤去対象設備を点線等で囲んで記載すること。





注意：これとは別に設備、補助対象範囲を明確にするために、別図２～３等に詳細を記　


　　　載のこと。設備能力、数量、配管・配線の取合位置等を明確にすること。


　　　詳細説明用の図で補助対象範囲が明確でないものは補助対象内として計画して


　　　いても確定検査の際に補助対象外となる可能性があるので、注意すること。


　　





複数年度事業用の「事－別図１」は、実施計画書の「実－別図１」と同じで良い。





点線等で囲んで補助対象範囲を明記すること。


先端性について簡潔に説明を記述すること。
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